
市 の 台 所 事 情

市民生活に欠かせない市の
負担ですが・・・

シリーズ ● Vol.5

財政課財政係　鈎0824―73―1129

1 21 3 広報しょうばら　2006.11 広報しょうばら　2006.11

安
心
　
　

安
全
な
毎
日
の
た
め
に

＆

庄
原
警
察
署
�
鈎
0
8
2
4
―
７
２
―
０
１
１
０

交通事故は全般的に、前年同期に比べて減少していますが、例年秋の行楽
期には交通事故が増加する傾向が見られ、本年も８～９月中は交通事故
が多発しています。次の点に注意して、交通事故防止に努めてください。

平成15年

16年

17年

18年

乗り
物盗

38

18

22

14

街頭
犯罪

117

49

42

53

侵入
窃盗

27

48

48

39

性犯罪

1

1

1

2

その他

91

110

67

77

総合計

274
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■身近な犯罪の発生状況（庄原警察署管内）
各年1月～9月末（単位：件）

犯　罪

年

人傷事故

死　　者

負 傷 者

物損事故

平成18年

103

2

152

567

平成17年

113

3

181

624

増減数

-10

-1

-29

-57

増減率

-8.8

-33.3

-16.0

-9.1

庄原警察署管内の交通事故発生状況（9月末）（単位：件・人・％）

「
ア
ポ
電
」な
り
す
ま
し

詐
欺
急
増
の
兆
し

「
携
帯
変
え
た
」連
絡
に
注
意
！

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

     　　
子
ど
も
や
孫
な
ど
の
親
族
を
装

い
、事
前
に「
携
帯
の
電
話
番
号
が

変
わ
っ
た
」な
ど
と
電
話
し
て
番

号
登
録
さ
せ
て
、後
日
そ
の
電
話

で
お
金
を
要
求
し
て
だ
ま
し
取
る

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」が
東
京
で
急

増
し
て
い
ま
す
。な
お
、警
視
庁
に

よ
る
と
、98
万
円
な
ど
100
万
円
を

少
し
下
回
る
被
害
が
多
い
よ
う
で

す
。

　
県
内
で
は
、昨
年
４
月
ご
ろ
か
ら
、

こ
の
手
口
で
信
用
さ
せ
て
お
い
て

「
女
性
を
ケ
ガ
さ
せ
た
の
で
示
談

金
が
必
要
だ
」と
か「
サ
ラ
金
に
お

金
を
返
済
す
る
た
め
に
、会
社
の

金
を
使
い
込
ん
だ
」な
ど
を
口
実
に
、

現
金
の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
事

案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
も
急
増
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
慌
て
て
お
金
を
振
り
込
ま
な
い

　
電
話
を
切
っ
て
、冷
静
に
な
っ

て
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
事
実
を
確
認
す
る

　
家
族
、職
場
、警
察
な
ど
に
電
話

し
て
、電
話
の
内
容
が
本
当
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
変
更
前
の
番
号
に
も
電
話
し
て

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
相
談
す
る

　
一
人
で
悩
ま
ず
、遠
慮
せ
ず
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る

　
平
素
か
ら
、遠
方
の
家
族
の
近

況
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
運
転
中
は
安
全
確
認
を
確
実

に
し
て
、「
な
が
ら
運
転
」を
や
め

ま
し
ょ
う
！

　
交
通
事
故
の
形
態
で
は
、出
合

い
頭
や
追
突
が
多
く
、主
な
原
因

は
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
な
ど

で
の
安
全
確
認
の
不
徹
底
や
窓

外
の
景
色
に
見
と
れ
る
、ま
た
は

エ
ア
コ
ン
や
オ
ー
デ
ィ
オ
な
ど

の
操
作
に
気
を
奪
わ
れ
て
前
方

注
視
を
怠
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

運
転
中
は
周
囲
の
安
全
確
認
や

前
方
注
視
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の

方
は
目
立
つ
服
装
を
！  

　
日
暮
れ
が
徐
々
に
早
ま
り
、い

わ
ゆ
る
薄
暮
時
間
帯
が
長
く
な

り
ま
す
。歩
行
者
や
自
転
車
を
利

用
す
る
方
は
、反
射
材
や
明
る
め

の
色
の
服
装
の
着
用
を
心
が
け
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
早
く
発
見
さ

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。例
年
、

薄
暮
時
間
帯
の
暗
い
場
所
で
交

通
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
す
。ド

ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
の
方
は
、

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

●
飲
酒
運
転
や
飲
酒
運
転
を
助

長
す
る
行
為
は
止
め
ま
し
ょ
う
！

　
福
岡
県
で
幼
児
３
人
が
死
亡

し
た
飲
酒
交
通
事
故
を
契
機
に
、

飲
酒
運
転
な
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
の

モ
ラ
ル
低
下
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。飲
酒
運
転
を
す
れ

ば
、酒
気
帯
び
運
転
で
１
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の

罰
金
、酒
酔
い
運
転
で
３
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の

罰
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

悪
質
・
危
険
性
の
高
い
飲
酒
運
転

に
よ
る
事
故
は
、危
険
運
転
致
死

傷
罪
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

人
を
死
亡
さ
せ
れ
ば
最
長
20
年

の
懲
役
、人
を
負
傷
さ
せ
れ
ば
15

年
以
下
の
懲
役
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、飲
酒
運
転
に
対

し
て
は
、厳
し
い
罰
則
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、な
か
な
か
飲
酒

運
転
は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。飲
酒

運
転
を
無
く
す
に
は
、何
よ
り
も

ド
ラ
イ
バ
ー
や
そ
の
周
囲
の
皆

さ
ん
が
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
・

さ
せ
な
い
と
言
う
強
い
意
志
を

持
ち
、地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転

を
追
放
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
、事
故
の
相
手
方
ば

か
り
で
な
く
、ド
ラ
イ
バ
ー
本
人

や
そ
の
家
族
ま
で
も
不
幸
に
す

る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
、も
う
一

度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ごみ・し尿（汲み取り）処理に要する費用

リサイクルプラザ管理運営事業

備北クリーンセンター管理運営事業

東城RDF化施設管理運営事業

東城資源ごみ集積所管理運営事業

備北衛生センター管理運営事業

東城し尿処理施設管理運営事業

甲双衛生組合負担金

一般財源
（市の実質負担）

4億2,688万円

1億3,819万円

5,872万円

1,185万円

上下水道事業（特別会計等）に支出する一般財源

水道事業補助金、出資金

簡易水道事業特別会計繰出金

公共下水道特別会計繰出金

農業集落排水事業特別会計繰出金

浄化槽整備事業特別会計繰出金

１億8,247万円

１億8,755万円

５億5,323万円

２億5,464万円

928万円

市民負担
（ごみ袋料等）

事　　業　　名

事　　業　　名
一般財源

（市の実質負担）

●
ご
み
処
理
・
し
尿（
汲
み
取
り
）

　
処
理
に
５
・
７
億
円

●
独
立
採
算
が
と
れ
な
い

　
上
下
水
道
に
11
・
９
億
円
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●
料
金
の
適
正
化
と

　
事
業
の
見
直
し
も
必
要

特別会計の執行状況
区　　　分 支払済額収入済額予算現額

特別会計

国民健康保険

老人保健

公共下水道事業

農業集落排水事業

その他の特別会計

収益的収支　収入

　　　　　　支出

資本的収支　収入

　　　　　　支出

収益的収支　収入

　　　　　　支出

資本的収支　収入

　　　　　　支出

203億1,009万円

44億4,088万円

69億6,101万円

18億4,798万円

16億1,442万円

54億4,580万円

7億548万円

7億75万円

5億3,665万円

9億8,278万円

16億7,598万円

16億7,598万円

3,893万円

5,981万円

64億4,933万円（31.8%）

14億876万円（31.7%）

28億6,397万円（41.1%）

1億9,129万円（10.4%）

2,496万円（1.5%）

19億6,036万円（36.0%）

3億3,661万円（47.7%）

6,767万円（12.6%）

7億7,627万円（46.3%）

0万円（0.0%）

76億9,626万円（37.9%）

16億8,751万円（38.0%）

31億6,735万円（45.5%）

4億7,982万円（26.0%）

4億2,610万円（26.4%）

19億3,548万円（35.5%）

3億1,482万円（44.9%）

1億4,595万円（14.9%）

7億6,494万円（45.6%）

2,320万円（38.8%）

水
道
事
業

病
院
事
業

歳入

歳出

一般会計の執行状況

132億3,495万円
収入済額

199億9,755万円
未収額

94億7,895万円
支払済額

237億5,355万円
未執行額

39.8% 60.2%

28.5% 71.5%

（予算現額332億3,250万円）

予算の執行状況

※（　　）内の数字は、「予算現額」に対する「収入済額」、「支払済額」のそれぞれの割合です。

　市では、予算がどのように運営されているのかを、市民の皆さんに知っていただくために、毎

年財政状況を公表しています。今回は、平成18年度予算の9月30日現在の執行状況をお知らせし

ます。（金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は必ずしも一致しません。）

18年度上半期

（H18年度予算）

（H18年度予算）




